
消　防　団



江戸時代

明治19年

明治20年

明治24年

明治25年

明治27年

　　2月 

明治28年

12月26日

明治30年

大正 6年

　　10月

大正12年

　　１月

大正15年

昭和５年

昭和７年

昭和14年

　　１月

昭和14年

4月1日

昭和16年

昭和16年

10月3日

昭和17年

　　８月

昭和18年

　　６月

昭和18年

昭和22年

９月

 

昭和23年

２月29日

 消防組織法の施行により、四日市市消防団と四日市市北消防団を四日市市消防団として一本化した

 初代消防団長    九鬼紋十郎氏

 四日市警防団第５分団（港地区）に海上部を設置

 新消防団令に基づき、四日市市消防団と四日市市北消防団が組織され再出発した

 四日市市消防団　　　本部と７分団　   725人編成

 　　　　　　　　　　初代団長　　九鬼紋十郎氏

 四日市市北消防団　　富田、富洲原地区を区域とする

 　　　　　　　　　　６分団　 225人編成

 　　　　　　　　　　初代団長　　大野正平氏

 初代警防団長　　九鬼紋七氏

 　　　分団に警護、消防、救護の３部を置く

 自動車ポンプ２台　　ガソリンポンプ４台　　腕用ポンプ３台

 海上部を四日市警防団海上分団とし、発動機船２、消防艇１、短艇４を装備した

 四郷、内部両村が併合され四日市市には２警防団20分団になる

 本市が富田町等２町３村を併合

 富田、富洲原両町の警防団を合体し、四日市北警防団を結成

 四日市北警防団は、本部を富田警察署に置く

 　　　６分団　　定員 363人

 羽津、常磐、日永の各村警防団は四日市警防団の第9.10.11 分団として本市に引き継がれた

 市域の拡大に伴って第７番組（海蔵地区）第８番組（塩浜地区）が本市消防組に編入

 本市上水道が完成し、消火栓355基を設置

 政府は準戦時体制から戦時体制に切換えを強行し、警防団令を発布した

 昭和６年頃に結成され、防空活動を行っていた防護団と消防組を合体し、四日市警防団を設置した

 警防団は消防組と同一区画の８分団とした

 　　　定員 622人（内本部消防部16人)

 四日市に初めて火防組が組織される　消防夫59人

 火防組12組消防夫864 人となる

 配置人員　　　　組頭１人　小頭６人  消防手 193人      合計 200人

 配備器具　　　　ポンプ６　大水桶12　小水桶64　　梯子６

 　　　　　　　　鳶口31　　刺又６　　釣13　　斧６　大縄６

 　　　　　　　　　　　　四ツ谷新町、南新町、（同和地区）

 　　　　　　　　第４番組浜町、北条町、下新町、新町　（同盟地区）

 　　　　　　　　第５番組蔵町、北納屋町、中納屋町

 　　　　　　　　　　　　桶ノ町、袋町、高砂町、稲葉町、南納屋町（港地区）

 　　　　　　　　第６番組浜田、赤堀（浜田地区）

四　日　市　市　消　防　団　の　沿　革

 火防組が消防組と改名される

 消防組23組消防夫1,309 人となる

 　　　　　　　　　　　　南町、北町、上新町（共同地区）

 勅令をもって消防規制が公布される

 消防組規制により、消防組の全国的な統一が行われる

 各町自警消防組を統一し、新たに四日市消防組として発足

 四日市町消防組  第１番組川原町、末永、浜一色（橋北地区）

 各村に火の番所が設けられ、五人組という自治制度のもとに防火、消防活動が行われていた。また、江戸や

 城下町には町火消が組織されていた

 初めて自動車ポンプを購入し、組頭直属のもとに自動車隊が登場

 　　　　　 　 　第２番組西町、久六町、比丘尻町、堅町

 　　　　　　　　第３番組中町、境町、八幡町、中新町

 第５番組（港地区）に初めてガソリンポンプを配置

 全ての組にガソリンポンプを配置

 　　　　　　　　纏　６　　旗６　　　高張提灯６　弓張提灯62　　消口札６

 市政実施とともに四日市消防組も市に引き継がれる
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昭和24年

8月11日

昭和26年

4月1日

昭和27年

昭和28年

昭和29年

３月

昭和29年

　　７月

昭和32年

昭和35年

昭和39年

昭和53年

2月28日

昭和53年

3月1日

昭和63年

平成元年

1月31日

平成元年

2月1日

平成７年

3月3日

平成９年

1月31日

平成９年

2月1日

平成13年

7月31日

平成13年

8月1日

平成17年

2月7日

平成17年

9月1日

平成18年

2月24日

平成22年

4月1日

平成22年

10月1日

平成25年

8月1日

代

初

2

3

4

5

6

7

8

代

初

伊　藤　　　忠　夫 　　　　平成25年 8月 1日　～　　　現　　在　　

　　　　昭和24年 8月11日　～　昭和53年 2月28日

富洲原、海上の13分団

橋　本　　　巳貴也 　　　　平成17年 2月 7日　～　　平成22年3月31日　　　

榊　原　　　孫　七

岩　田　　　忠兵衛

後　藤　　　正　義

　　　　昭和53年 3月 1日　～　平成元年 1月31日

　　　　平成元年 2月 1日　～　平成９年 1月31日　

 ８代目消防団長に伊藤忠夫氏就任

氏　　　　　名

 四日市市消防団と四日市市楠消防団を四日市市消防団として一団化した
 一団化に伴い、14分団で増員をするとともに機能別団員を採用し、定員を620名とした

　　　　平成９年 2月 1日　～　平成13年 7月31日　　

氏　　　　　名 在　　　職　　　期　　　間

  堀  　　　善　澄 　　　　平成13年 8月 1日　～　平成22年 8月29日　　

　　稲　垣　　　　貢 　　　　平成22年10月 1日　～　平成25年 7月31日　　

大　野　　　正　平

 四日市市消防団・四日市市消防本部連名で、消防庁長官表彰を受章

九　鬼　　　紋十郎

在　　　職　　　期　　　間

 港分団を廃止し、女性消防団員15名による「サルビア分団」を結成

 四日市市消防団が、消防庁長官から「消防団地域活動表彰」(団員確保功労）を受賞

　　　　昭和23年 9月29日　～　昭和24年 8月10日

 ７代目消防団長に稲垣貢氏就任

 ５代目消防団長に後藤正義氏就任

 後藤正義氏消防団長を退任

 ６代目消防団長に堀善澄氏就任

 四日市市消防団の定員 1,156名

 市町村の合併により、保々、水沢の２分団が増加し25分団とした

 四日市市消防団の定員 1,258名とした

 中部分団を廃止し、四日市市消防団の定員の見直しを実施24分団1,258 名→ 427名

 岩田忠兵衛氏消防団長を退任

 大野正平氏消防団長を退任

 ３代目消防団長に榊原孫七氏就任

 海上分団に消防車両が配備され、全消防分団に消防車両が配備された

 榊原孫七氏消防団長を退任

 ４代目消防団長に岩田忠兵衛氏就任

 四日市市消防団の定員 646名

 小山田村が合併され、小山田村消防団が四日市市消防団に編入

 市町村の合併により、河原田、神前、川島、桜、県、三重、大矢知、八郷、下野の９分団が増加し、23分団

 四日市市消防団は消防団本部と橋北、港、中部、海蔵、塩浜、羽津、常磐、日永、四郷、内部、富田、

 四日市市消防団の定員 716名

 四日市市消防団の定員 718名

 ２代目四日市市消防団長に大野正平氏就任

歴　代　四　日　市　市　消　防　団　長

歴　代　四　日　市　市　楠　消　防　団　長

 四日市市と楠町の合併に伴い、四日市市消防団と四日市市楠消防団の２団制をとる
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620 1 4 26 26 56 109 398 29

60 1 4 2 8 45 3

サ ル ビ ア 分 団 15 1 1 1 2 10

羽 津 分 団 22 1 1 2 4 14 1

富 田 分 団 22 1 1 2 4 14 1

富 洲 原 分 団 22 1 1 2 4 14 1

大 矢 知 分 団 22 1 1 2 4 14 1

八 郷 分 団 22 1 1 2 4 14 1

下 野 分 団 22 1 1 2 4 14 1

保 々 分 団 22 1 1 2 4 14 1

橋 北 分 団 17 1 1 2 3 10 1

海 蔵 分 団 17 1 1 2 3 10 1

海 上 分 団 17 1 1 2 3 10 1

常 磐 分 団 22 1 1 2 4 14 1

三 重 分 団 22 1 1 2 4 14 1

神 前 分 団 22 1 1 2 4 14 1

川 島 分 団 22 1 1 2 4 14 1

県 分 団 22 1 1 2 4 14 1

桜 分 団 22 1 1 2 4 14 1

塩 浜 分 団 17 1 1 2 3 10 1

日 永 分 団 22 1 1 2 4 14 1

河 原 田 分 団 17 1 1 2 3 10 1

内 部 分 団 22 1 1 2 4 14 1

四 郷 分 団 22 1 1 2 4 14 1

小 山 田 分 団 22 1 1 2 4 14 1

水 沢 分 団 22 1 1 2 4 14 1

北 楠 分 団 37 1 1 4 7 24 2

南 楠 分 団 27 1 1 3 5 17 1

合　　　計

団　本　部

四
　
　
日
　
　
市
　
　
市
　
　
消
　
　
防
　
　
団

中
　
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク

南
　
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク

消

防

車

団

員

班

長

部

長

（平成３０年４月１日現在）

消　　防　　団　　の　　概　　況

北
　
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク

副

分

団

長

分

団

長

合

計

人　　　　　　　　　　　　　　　員

副

団

長

団

長

区 分

分 団
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（平成３０年４月１日現在）

卸　売
運　輸

小売業 その他
通信業

団　員　数 飲食業

職業別消防団員数　　　　　　　　　　　　　

金　融

熱供給 不動産業

ｻｰﾋﾞｽ業
公　務

四　日　市　市  消　防　団　員　の　状　況

保険業

電　気

ガ　ス
職
業
別

漁業

農業

林業 製造業建設業

81

団　員　数 飲食業
(人）

582 45 59 90

（平成30年4月1日現在）
区分  31～35  36～40 ５６才

 階　級 才 才  以　上
総 数 40 60 118
団 長 1
副 団 長 4

消防団員の年令別状況　　　平均年令　45才　　　　　　　　　　　

66 18 6

31

水道業

 18～20  21～25  26～30
才 

60 23

才 
 46～50  51～55

 総　数
 41～45

才 才 才 
582
1
4

23 879713 113
才 

24

漁業

191

副 団 長 4
分 団 長 1 20
副分団長 15
部 長 1 23
班 長 2 9 16
団 員 38 49 39

消防団員の在職年数状況　平均勤続年数　12年　　　　　　　　　　　　（平成30年4月1日現在）
区 分

5

9131

4

26
54
105
366 23 13

3
7
13

36

25年以上５年以上 15年以上10年以上

28
12

1
2

1
2

26

20年以上

46
3614

階　　級

区　分
 　～  30年以上

 25年以上５年以上
～

63582 151138
 15年未満

 15年以上

 20年未満

10年以上

60 3574
10年未満

 　～

61総 数

５年未満総　　数
 20年以上

 25年未満  30年未満
   ～ 　～
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　 区分

回数 １９９ ２１１ ３５８ ２５２ １５３ １５６ ２０２ ２９８ ２５６ １９４ １６７ １９５

人員 ９３９ １,１１６ ２,９９３ ２,７６０ ８０６ ８９０ １,２１３ １,９５６ １,５１２ １,５４６ １,０７６ １,１９９

回数 ０ ２ ０ ０ ２７ ０ ２７ １ ０ １ ０ ０

人員 ０ ３６ ０ ０ ２７ ０ ２５４ ５ ０ １４ ０ ０

災 害 出 動 回数 ５ ２６ ２５ １７ ７ ６ ２１ ７ １０ ２４ ３７ ５

（４時間未満） 人員 ５６ ２２６ １９１ １４９ ５５ ３６ １４２ ４９ １０２ １７１ ２４９ ４１

回数 １ ０ ０ ２ ５ ０ ０ ０ ６１ １１ ２ ０

人員 ５ ０ ０ ２４ ５ ０ ０ ０ ５８０ ５７ １５ ０

回数 １５ ３６ １８７ １３７ １７ ５０ ４５ １００ ２２ ５４ ３８ ３３

人員 １１７ １８５ １,８７６ １,８９３ １２６ ３４３ ２６８ ７７８ １６９ ５６９ ２８０ ２９５

回数 ７ ７ ６ ８ ２５ ４ ４ ６３ ３ ５ ８ ５６

人員 ５３ ２７ ２４ ２２ ７９ ２４ ２０ ４２３ １４ ２９ ４６ ３５７

回数 ７ １０ ７ ０ ８ ８ ５ １２ ８ ５ ７ １３

人員 ６７ ９１ ５４ ２５ ７１ ６６ ３１ １１８ ５９ ５６ ５７ １３０

回数 ５２ ５５ ２７ １０ ５ ４３ ２８ １２ ３８ ９ １５ ５０

人員 ７８ １０４ ５１ ２６ ２３ ７０ ４９ ２６ ７０ ２６ ５０ １１８

回数 ６２ ３０ １８ ６ １４ ４ ４ ６ ６ ６ １９ １３

人員 １６０ ８３ ３７ １２ ３４ ４ ２１ ３８ ３１ ２３ ４１ ５４

回数 １７ １１ ６３ ４７ １３ ９ ３７ ６８ ７８ ５２ １３ ２１

人員 ４５ １７ ４９６ ３３４ ３８ ５２ １１５ ２３０ １６９ ３２５ ４８ ７５

回数 ３３ ３４ ２５ ２５ ３２ ３２ ３１ ２９ ３０ ２７ ２８ ３４

人員 ３５８ ３４７ ２６４ ２７５ ３４８ ２９５ ３１３ ２８９ ３１８ ２７６ ２９０ ３１８

　１名（富洲原分団員）

分団指揮課程指導員科 三重県消防学校 ９月２日、３日 　１名（河原田分団員）

現場指揮課程 三重県消防学校 １１月２５日、２６日

初任科及び機関員科 各　消　防　署 ４月１６日、２３日 ７７名

普　通　科 三重県消防学校 ６月１０日、１１日 　１名（三重分団員）

種　　　別 実　施　機　関 期　　　　　　　　間 参加人員

分団長研修 消　防　本　部 ２月４日 ２９名

 ６月

広 報 活 動

消 防 用 件

ポ ン プ 点 検

警 防 調 査

会 議

研 修

消　防　団　員　出　動　状　況

訓 練

計

(平成２９年度）

災 害 出 動

警 戒

月別
 ８月 ４月  ５月

　　　６月４日、１１日　 １８０名

 １０月

消防団訓練・研修実施状況

水　防　研　修 各　消　防　署

 ３月 １１月  １２月  １月  ２月 ７月  ９月
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１２名

１３名　　　　１１月９日　～　１１月１５日　 

１１月５日、１２日、１９日

文　化　財　防　火　デ　ー 各　消　防　署

規　律　訓　練 各　消　防　署

各　消　防　署春・秋の火災予防運動訓練

　　　６月４日、１１日　 １８０名

３２名

１４００名四　日　市　市

応　急　手　当　指　導　員 ５月、８月、１１月（サルビア適宜）

９月１０日

３７８名

　　　３月１日　～　３月７日　 
合　計

防　災　訓　練

水　防　研　修

２５名

各　消　防　署

各　消　防　署
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サルビア分団活動状況 

 

四日市市消防団の女性消防分団（以下 サルビア分団）は、平成１７年９月

に、消防団の活性化対策の一助とするために結成されました。 

主に火災予防啓発活動を行っており、具体的には、幼児を対象として行う大

型紙芝居や小・中学生を対象として防火教室、防災教室、応急手当普及講習な

どの訓練指導を中心に活動しています。男性の団員とは違い、災害出動はしま

せんが、女性ならではの、きめ細かでソフトな対応能力を活用し創意工夫をし

ながら減災活動に取り組んでいます。 

 

 

サルビア分団年間活動状況            平成２９年度（回／年） 

予防広報（大型紙芝居を含む） ２８回   

 

 

消防団防災支援者の登録状況 

 

「災害」への備えとしては、被害の発生を防ぐ「もの」の備えと、被害は

出てもその拡大を防ぐ「ひと」・「こと」の備えが必要であるといわれていま

す。特に大規模災害が発生した場合には、地域における消火・救助・避難誘

導等の防災活動が被害の拡大を食い止めるために重要になってきます。 

そのため、四日市市として安全で安心して暮らせるまちづくりの推進事業

の一環として 、四日市市消防団から退職されました団員の消火技術や防災の

知識・技術・経験を活かし、消防分団及び自主防災隊が行う消防・防災活動

をボランティアで支援する四日市市消防団防災支援者制度を創設したもので

す。 

 

登録状況 

平成３０年４月１日現在  １６１名 
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